
2026/2/21

祖父母・父母世代の子育て観の変化が

現代の子どもの遊び空間に与える影響

―富山県射水市大門地区を事例として―

12210119 中田彩水
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Ⅰ ．はじめに

大西(1998)

岐阜県羽島市における子どもの生活空間の3世代間の変化を調査

結果：遊び空間、時間、仲間の規模が世代が進むにつれ減少

→3世代で大きな違い

要因：土地利用や習い事等のドメインの増加等が要因

石崎、大西(2010)

富山県南砺市飛騨屋地区を事例に、子どもの遊び空間がどのように時代と

ともに変化してきたかを3世代区分を通じて分析

結論：遊び空間、時間、仲間の規模が世代が進むにつれ減少

要因：生活様式の変化、少子化などの複合的要因

1．子どもの遊びの時代変化の現状
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1．子どもの遊びの時代変化の現状

射水市大門において子どもの遊び空間・時間の時代変化と要因を調査

→時代変化に関する既存研究と同じ傾向

→親世代と現代の子ども世代で大きな差が見られず…

昨年度フィールド演習

「安全への配慮」や「習い事への投資」等の

子育てにおいて重視する意識や価値観の在り方に

2世代間で大きな差がある可能性が示唆

2．子育て観の既存研究の整理

2．子育て観の既存研究の整理 2．子育て観の既存研究の整理

  子育て観は単なる考えにとどまらず

子どもの物理的な遊び空間や行動を規定する要因の1つ
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01

祖父母世代と父母世代の

子育て観がどのように

変化したのかを明らかにする

02

子育て観の差異が、子どもの

遊びや生活空間に与える影響

を明らかにする

03

世代間の遊びに大きな差が見

られなかった要因は何かを明

らかにする

環境を規定する「子育て観」の視点から現代の子どもの在り方を捉え直す

3.研究目的 調査対象：富山県射水市大門

調査方法

対象：放課後児童クラブ「風の子学級」

・子どもの行動に対する養育態度
・家族や近所との社会的関わり
・習い事への関与

男性：1名/女性：6名

男性：10名/女性：6名

男子：11名/女子：11名

聞取り、アンケートにより調査

図1 調査対象地 (国土数値情報により作成)

(2010s)

Ⅱ．子育て観の変化と子どもの

生活空間に関する実態分析
項目①

子どもの行動に対する
養育態度
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1.子どもの行動に対する養育態度

Q1.子育てで重視すること何か？

自由と安全の双方を重視

表1 子育てで重視すること

1.子どもの行動に対する養育態度
Q2.子どもだけでどこまでの距離遊びに行かせるか？

数km圏内→数百mへ 空間の縮小

表2 子どもだけで遊びに行かせる距離

1.子どもの行動に対する養育態度

図2 屋内・屋外遊びの嗜好 聞取りにより作成

約7割が屋内遊びを好む

屋外派：

近隣に遊ぶ友人がいない

外で何をしたらよいかわからない

屋内派：外は危険

Q3.屋内・屋外どちらの遊びを好むか？

1.子どもの行動に対する養育態度

図4 親が同伴する場合の行動範囲 (国土数値情報により
作成)

図3 行動範囲の変化 (国土数値情報により作
成)

親の介入を条件→行動範囲の広がり
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項目②
家族や近所との社会的関わり

「ママ友」のコミュニティの形成
例：習い事の送迎分担、家族ぐるみのレジャー

近隣住民との交流の減少

2.家族や近所との社会的関わり

Q1.近所との交流頻度

表3 近所との交流頻度

(週1回以上)

・転居を機に新たな繋がりを得た

・近隣農家との交流の継続

居住環境による地域差

近所付き合いが深い子ども

→昔からある家が多い地域に

集中する傾向

2.家族や近所との社会的関わり
Q2.近所との関わりの具合(現代の子ども)

4人中3人
周囲に昔からある家が多い

表4 近所との関わり

2.家族や近所との社会的関わり

近所付き合いの地域差に関する論文・データ
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2.家族や近所との社会的関わり

Q3.祖父母との距離と接触頻度

(現代の子ども)

祖父母との物理的距離
→接触頻度を規定する要因

同居/近居

・挨拶等の日常的しつけ

・将棋等の伝統的な遊び

共通点

祖父母との相互的な

遊びの機会の減少

会う機会があっても一緒に

遊ぶことが少ない

表5 祖父母との距離と接触頻度

項目③
習い事への関与

3.習い事への関与
Q1.習い事の内容

習い事の多様化が進む

表6習い事の内容

3.習い事への関与
Q2.習い事への通学手段

自律的な移動形態→親に頼ることが前提に

表7 習い事への通学手段
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3.習い事への関与

Q3.習い事を始めた動機

子ども本人の希望→両親の意向

表8 習い事を始めた動機

3.習い事への関与
Q4.習い事に対してどう捉えているか？

(現代の子ども)
市内外の他校の子どもと

繋がる機会に

一定の強制性を持っている可能性

表9 習い事に対しての捉え方

Ⅲ.考察
「見守りの場」→

危険が潜在する不透明な空間」

地域社会の在り方の変化

親の防衛本能を刺激

地域の見方の変化
教育投資志向の

強まり

親の関与の

「構造的必須化」

1.祖父母・父母世代の子育て観の変化

最大の特徴：親の管理的な態度の著しい高まり

地縁関係の希薄化と地域の変容

放課後活動（習い事）における実態
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親の介入強化により、外遊びや異世代（祖父母・近隣）との関わりが減少

・屋内での「用意された娯楽（ゲーム・YOUTUBE）」へ

・自発的に遊びを創出する能力の低下

・遊びの世代間伝承を困難に

子育て観の変化が現代の子どもに与える影響

機会の減少

質の変容

子育て観の変化が現代の子どもに与える影響
仙田・岡田(1993)

「図-5 第2次調査における変化の構造(遊び環境悪化の循環)
」

遊びを伝える人の不在

↓

遊び方法の貧困化、

ゲームの出現などの外遊びの魅力の低下

↓

子どもが遊びに熱中する機会の喪失

↓

遊びの意欲が喪失

本調査：「外で何をして遊んだらよい

かわからない」という現状に起因

子育て観の変化が現代の子どもに与える影響
外部環境による影響

・物理的・社会的要因: 不審者情報の増加や少子化の進行による遊び環境の物理的な縮小

・メディアの普及: ゲームやYOUTUBEが子どもの嗜好を屋内へと誘引

・空間的要因: 土地利用の変化やドメインの増加（大西, 1998）

→直ちに子どもの行動を決定づけるわけではない

物理的・社会的な多様な側面の影響を受けつつも、

子どもの遊び空間を変容させる最終的な決定要因は「子育て観」というフィルター

実態:
「自由に遊ばせたい」という理想をもちつつも数百メートル範囲内での管理や送迎を徹底する

屋内化かつ遊び空間の

縮小が進行

父母世代が戸外での

伝承遊びの経験不足

3．遊び空間の縮小の常態化

棚橋(2002)
2000年頃の子どもの遊びに関して ←親世代が子ども時代を過ごした世代に該当

・戸外遊びが急減

・自然遊び、昔からの遊びが減少

・ファミコン・テレビゲームが約半数

外遊びのノウハウの継承

構造的に困難

「外遊びの減少」概念化
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4. 現代の子どもにおける生活空間の肯定的評価

・親の介入度の高まり ：単なる制限ではなく、生活空間を広げ

新たな交流を生み出す

・メディア（ゲーム等）： 外出のきっかけや友人関係を維持する

ツールとして機能

現代の子ども・・・

リスク社会に適応した現代の子どもならではの生活空間が形成

Ⅳ. おわりに

おわりに

子育て観と遊びの変化

・「地縁の放任」→「家庭の管理」へ変化

・遊びは受動化したが、外遊びの減少は親世代から既に進行

現代の人間関係の構築

人間関係構築の一要因は、「親の介入度の高さ」

学校や地域を越えた広域な交友関係が形成

結論

現代の子ども...

親の関与を前提に、安全が担保された環境で行動範囲を広げる
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THANK YOU
For your attention
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